
 

事業事前評価表 
 

１．対象事業名 
スリランカ 地方道路改善事業 

(貸付契約調印日：2003年 3月 26日、承諾金額：5,811百万円、 
    借入人：スリランカ民主社会主義共和国政府) 
２．本行が支援することの必要性・妥当性 
スリランカでは、陸上輸送（旅客・貨物）の約 9 割を道路輸送が担っている

ことから、スリランカの経済社会活動において道路セクターは極めて大きな役
割を果たしている。他方、スリランカの道路網は、イギリス植民地時代に整備
が進められたものの、既存の道路網の改修や主要都市間を結ぶ新規道路の建設
が十分に実施されていないといった問題に直面している。 
スリランカ政府は90年代に入り道路セクターに対する投資額を増加させてい
るが、州政府の予算上の制約が中央政府よりも大きく、また各州政府の組織編
成上、道路セクターを管轄する部署が強化されてこなかったこと等の要因によ
り、地方道路は国道に比べて路面の劣化が著しく進行している。この結果、地
方部における円滑な交通及び物流に支障をきたしている。 
アジア開発銀行は、2002年に供与を決定した「道路セクター開発事業」にお
いて、西部州、北西部州、北部中央州、ウバ州の４州での地方道路の改修事業
の支援を開始している。一方、本事業の実施地域である中央州、サバラガムワ
州における地方道路の全長はそれぞれ約 2,400km、約 1,100kmに上るが、この
うち中央州では約 700km、サバラガムワ州では約 550km の道路で特に路面の
劣化等の問題が深刻化しており、改修の緊急性が高いとされている。本事業は、
このうち各州それぞれ特に緊急性の高い約300kmの道路を対象に改修を行うも
のであり、運輸セクターを含めた経済インフラ整備を支援重点分野としている
本行の海外経済協力業務実施方針に沿うものであることから、本事業を支援す
る意義は大きい。    
３．事業の目的等 
中央州、サバラガムワ州において、特に路面の劣化が著しい地方道路や橋梁の 
改修、並びに道路維持管理体制の強化を行うことにより、両州における輸送効
率の改善及び経済の活性化を目指すもの。 
４．事業の内容 
(1) 対象地域名  
中央州、サバラガムワ州 
(2) 事業概要 
中央州、サバラガムワ州２州の地方道路（州道以下レベルの道路）の道路延長
合計約 600km の改修（橋梁の改修含む）を行うもの。 



 

(a) 土木工事、調達機器等の内容  
・ 道路改修工事（中央州約 300km、サバラガムワ州約 300km） 
・ 橋梁改修工事(橋梁、カルバート等) 
・ 資機材購入（応急復旧用資機材、トラック等） 

(b) コンサルティング・サービスの TOR 
・ F/Sのレビュー 
・ 入札補助、施工監理、環境対策 
・ キャパシティビルディング：中央州、サバラガムワ州政府道路局、及び内
務省職員の能力強化に関する提言及び指導 

(3) 総事業費 
総事業費 7,748百万円（うち円借款対象額 5,811百万円） 

(4) スケジュール 
事業実施期間：2003年 4月～2008年 9月、事業完成は 2008年 9月予定 

(5) 実施体制 
本事業の実施機関は内務省（Ministry of Home Affairs, Provincial Councils 

and Local Government）である。事業の実施に当たり内務省省開発局に設立さ
れる事業監理ユニット（Project Management Unit）が事業全体の監理を行い、
各州に設立される事業実施ユニット（Project Implementation Unit）が州レベ
ルでの事業監理を行う。 
(6) 環境及び社会面の配慮 
 本事業の内容は既存道路の路面改修、既存橋梁の改修であり、「円借款におけ 
る環境配慮のための JBICガイドライン」（99年 10月版）上、B種に該当する。 
本事業においては、新たな自然環境影響は特段予見されず、また大規模な用 
地取得も発生しない。住民移転は発生しない見通しであるが、詳細設計の結果、
住民移転の発生が予想される場合は、入札手続開始前に、内務省が本行と事前
協議を行い、当該路線を事業対象とすることの可否等につき検討することとな
っている。 
(7)その他特記事項 
 本事業では、NGOとの活動との相乗効果を図るため、円借款資金の一部を活
用し、事業地域で実施される NGO活動の一部に対して、スリランカ政府がグラ
ントにて支援を行う「NGO連携基金」を設置する予定である。 
 
 
 
 
 
 



 

５．成果の目標 
(1) 評価指標（運用・効果指標） 
本事業でサンプルとして採用した 10路線（注）のデータを平均した、評価指標の
数値は以下の通りである。 

指標 現状 
（2000年実績値） 

事業完成後 2年 
（2010年） 

平均日交通量 
（台数／12時間） 677 1,002 

走行費の節減 
（百万ルピー／年） ‐ 10.9 

所要時間の短縮 
（百万ルピー／年） ‐ 12.8 

 
 (2)内部収益率 
以下の前提に基づき、事業対象路線のうちサンプルとして採用した 10路線（注）

について求められる経済的内部収益率（EIRR）の平均値は 27.2％である。   
 ・費用                ：建設費及び維持管理費   

 ・便益               ：路面が改良されることによる走行費用の節減
分及び所要時間の短縮分   

  ・プロジェクトライフ ：20年 
 
（注）サンプルとして採用した路線一覧 
州 路線区間（始点～終点地名、もしくは道路名） 
中央州 ナワヤラテンナ～ジャンブガハピティヤ 
 テルデニヤ～コベルストスギャップ 
 ベリガムワ～デェワフワ 
 ダンブッラ～クンブッカデンウェラ 
 バートフォード バレーロード 
サバラガムワ州 アンディラマダ～インブルガッサデニヤ 
 モロントタ～アランダラ 
 ヤタゴダ～バトゥワッタ 
 カハワッタ～マナンドラ 
 カルトラ右岸ロード 

 
 
 
 



 

６．外部要因リスク 
・ 土砂崩れ等の自然災害 
・ スリランカ政府の財政状況の悪化による維持管理予算等の不足 
７．過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 

既往の道路事業における経験より、事業後の維持管理体制の確立に留意が必
要との教訓を得ている。これを踏まえ、本事業では維持管理体制について、資
金面においては所要予算額の的確な算定、組織面においては維持管理を担当す
る部局の組織編成、技術面においては維持管理に必要な機器の使用に関する提
言及び指導をコンサルティング・サービスにより実施し、維持管理体制の改善
を図る予定である。    
 

８．今後の評価計画 
(1)今後の評価に用いる指標 
平均日交通量、走行費の節減、所要時間の短縮、内部収益率（EIRR） 
(2)今後の評価のタイミング 
事業完成後 

 


